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は･じめに

最近における地球科学全般の進歩のたかにあって地

球化学の領域でもまたたいへんな変化カミあった.また

地質調査所の調査1研究業務の中に占める地球化学の役

割り1比重にも変化洪生じているようである.たと

えば同位体地球化学の発達にともなって地質絶対年

代の決定ができるようになりこれらの資料をめぐって

地質学の面においていろいろと論議がでているなどは

一例としてあげてよいであろう.

地質調査所で地球化学的な研究を発展させるべく地

球化学課が昭和30年に生まれてから昨年はちょうど10

年目にあたっているので地球化学全般について概要を

まとめてみるのはよい時期であると考えられる.

このところ日本学術会議に対して各学会から長期

計画カミ提出されまた学術会議の研究所設立案も含めた

研究長期計画が討議されている.このような時期こ地

質調査所の地球化学面の調査･研究について検討するの

も有意義と考えられる.

この特集号に掲載した人物写真の一部は都立大挙の

野口喜三雄半谷高久一国雅巳の諸博士東大名誉教

授の南英一博土気象研究所の猿橋勝子博士のご厚意に

よった.記して深謝の意を表する､

夕楓ル浅呼ソ

A､馳鵡血酬(1883～1螂)

亙地球化学の発

展と地質調査

所の地球化掌

ここで述べたい事項

は地球化学の学問をし

ての堅いたち属漆にお

ける慾の発展形成研究

熔周いられる籍械の発達

お学閥の発展の闘遠地

球化学の堂場地化学探

鉱地質調査所の地球化学研究の発見とその発展将来

への展望などである.

亙.工地球化学の学問とし駕⑳欝綴

ヴコ｡ノレナドスキｰ(V.Vem出級y享!863一五9妨)はそ

の著書のぼう頭に二十世紀の新科学一地球化学と述

べているのであるカミこの新しい学問は歴史的にどの

ようにして生まれてきたかをまずはじめにながめてみ

たい.

自然科学の形成史のなかで比較的に早期に形成され

た科学として16～17世紀にえられたコペノレニクスやガ

リレｰによる天文学の成果17世紀のニュｰトンによる

物理学18世紀のラボアジェの化学リンネなどによる

動植物学などがある.

地質学は18世紀の後半においてほぼ現在の体系が形

成されたとみられている.同じ地球科学のなかでも

多くの協同観測によって研究溌進められる性質の強い気

象学や地震学は形成がややおくれて19世紀後半になっ

たといわれる(都城秋穂:地球科学の歴史と現状(1)(2)

(3)(4)自然王965年9月～12月).

地球化学とは何か?単に化学でなく地球化学となぜ

よぶのか?地球化学について書く人はなぜに化学者

でなく地質学者鉱物学者結晶学者在のか?以上

の一連の質問について答えたのがソ連のフェルスマン

(Fersman)であるがこれはきわめて妥当な問答である

��敲�慮��捨�楳����敲�����杮

LanguagePubiishingHouse,Moscow,1958)この

点に関するわが国の地球化学者の答えほ種々あるが一

般に地球化学の内容や目的は次のように考えられてい

るようである.すなわち地球化学は地球を研究対象

とした自然科学の一部門であって地球全体とその構成

部分との化学を取り扱う科学である.地球における同

位体を含めての化学元素の分布と移動を空間的時間的に中

取り扱い元素分布を支配する法則発見を目的とする学

問である､

地球化学発展の歴史はきわめて苦い時代にさかのぼ

るが近代の地球化学形成はほば王8世紀までさかのぽ

れは理解されやすいよう｣である｡スウ楓一デンの化学者

兼鉱物学者ベル省リウ湾(工工跳蛾五三鵬五77g～醐8)

はその一門とをもに鉱物の分析とそれ1はる分類を試�



ヴェルナドスキｰ

V1Vem計dsky(1863～1945)

されている.1861年ロｰト(J.L.Roth1818～1892)が

岩石の化学会析値を集めて出版した時にはすでに1000

個近い分析カミ発表されておりこの本は1847～1854年に

出版されたビショフ(Bischof)の化学的地質学の部分

にとってかわった三この間にあってメンデレｰブ

(D･Mendeleyev.1834～1907)の周期律の発見柱自然の

理解を深いものにした.

かくて地球化学の一つの中心がソ連におこった.

1924年にLaG6ochimieを著わして気圏水圏生

物圏を含めて近代地球化学を体系づけたヴェルナドス

キｰははじめモスクワ大学の鉱物学および結晶学教授

であり後に科学アカデミｰにあって生物地球化学研究

所を創設しカオリン核説で著名なほかに生物地球化

学の創始者になった.彼のモスクワ大学時代の教え子

にフェルス々ン(A･Fers皿an1883～1945)がある.

フェルスマンはユ912年に同大学の鉱物学教授となり同

年地球化学に関するはじめての教授を開始した.彼

は“われわれは地球の化学者でなければならぬ.鉱物

の分布と生成のみでなくまた元素の一時的安定結合の

みでなくすべての元素に対してその分布その転移

その一生を研究しなくてはならない''と述べた.彼ほ

元素は最終的には原子構造に支配されると考えた.そ

して宇宙における元素分布を研究しまた花嵐岩とペグ

マタイトに関してりっぱな業績を残している.すなわ

ち彼の学問的功績は1933～1939年に出された4巻の著

書に最も顕著であるカミ他面地球化学を資源探査にむげ

みSiiCateの諸を初めて使

用した.1850年までには

すでに数多くの資料が得ら

れている.スイスの化学

者シェｰンバイン(C.F.

Schδnbein1799～1868)

はオゾンの発見者として

も有名であるカミ1838年に

Geoche皿istryの語を初め

て使用した.CheInical

来漱���浩��楮敲�

alOgyの語も広義の地質学

に含まれて19世紀から使用

ゴｰルドシュミット(F.W.αarke1847

V.M.Go1dSch血idt(1888～1947)

～1931)は1884年に

アメリカ地質調査所の化学主任に任命され地球化学に

専念する一つの中心苧できた.彼は地質学者であった

が36年にわたる岩石鉱物についての資料をまとめて一

つい1こかっき的なDataofGeoche㎜is吋をユ908年に

uS･G･S･Buuetin330として発刊した｡その業績は

1924年の最終5版によって一つの時代の終りをかくし

たといえる.

1905年アメリカのワシントン市に設立されたカｰネギ

ｰ(Camegie)財団の地球物理学研究所(Geophysical

Laboratory)は物理化学の原理を地球の科学に応用す

る試みによって偉大な成果をあげ続けて今日におよ

んでいる.この研究所では大規模な地殻の分析研究

岩石鉱物の相律の研究とくに高温高圧下の研究が盛

んである.また海洋面の研究ではとくに海底土の放射

能の研究に貴重なものがある.今日でもアメリカでほ

地質学の中の化学的な面は伝統的に壷く地球化学6名

でよばれている.

地球化学形成だとっては北欧にもう一つの中心があ

った･ノルウユｰの科学者フォｰクト､(J.Vogt1858

～ユ932)は物理化学的岩石学を創設し岩漿作用に関

する研究岩石圏の組成に関して貢献するところが大き

い･ゴｰルドシュミット(γ肌Gd舶｡b醐泌!888～

1947)はフォｰクトとブレツガｰ(WC乃坤9慧微)の

門下である･ゴｰルドシュ鳶ットはエ930隼代から約卿

年間にわたりオスロｰ(O曲)とケッチンゲン(G搬抵曲

gen)大学の鉱物学教室で協力昔とともいつっぱ恋研

碧鵬鱒

カネギ地球物理学研究所全景

盟灘≡

(鈴木淑大兵錐供)�



ユｰリｰH.C,U蛇y(1893～)

“

メｰスン(遭.M餉｡n)(1917～)

1961.6.22.地質調査所来訪

究結果を得た.彼は1911年にオスロｰ大学卒業後ク

リスチャニア地域の変成作用に関する研究で相律を接

触変成作用に適用したがエスコラ(Esko1a)の鉱物

粕(Minera1facies)もこれに刺激されて生まれたもの

である.1912年ラウエ(vonLaue)によるX線廻折カミ

発見されるやこの技術を固体地球化学の研究に適用し

また定量分光分析技術によって化学元素と結晶との関

連を明らかにする近代結晶化学の原理の開拓へとむかっ

た.1922年以来発表した｢地球の物質代謝｣r元素の

地球化学的分配法則｣は地球の元素分布のみならず

マグマから岩石鉱物の結晶分化作用の研究地殻表面の

風化作用地球内部の実験的推論におよびイオン半径

の測定によって化学元素の地球化学的分類を行なv･同

鱒1繋1苗出.嚢

嚢蟻

嚢

繊隷化学閥係外鰯鰯欝

萎萎

サハマTh.G.Sahama(1910～)左後方は(コｰダｰ

H.S.Yodeτ､Jr)(1921～)

(工962年地質調査所地球化学課分光分析室にて)

形の概念を導入して近代地球化学の一体系をつくった.

また地殻深部の地球化学的研究の発展をうなカミした･

欧州ではノダック(Noddack)夫妻の地殻ならびに隈

石中の微量元素の研究｢元素普存の法則｣に関する研究

も重要である.ノ㌔一ン(O.Hahn)とその協力者の放

射能に関する研究も重視されている.

地球化学の最近におけるめぼしい方向に同位体地球

化学と高温高圧下における化学変化の理論および実験的

研究粧あげられる.放射性および安定同位体の研究は

絶対年代の測定をはじ｡め新しい研究面を開拓しつつあ

りこの面の研究ではアメリカとソ連がとくに多くの資

料を得ている.宇宙化学と地球化学の接近による研究

面放射化分析などによる極微分布を利用した元素およ

舳般地球化拳1ζ鰯す義錫鰯顧欝

議一的z伽吻,

萎

遜球他熟ζ鰯する代表的な外鰻雑議�
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地球化学の体系全般に関するお毛な成欝をあげる
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級雑｡

恕諸締

繍1こ閥

Ye望鶯慧asky:LaGξoζね量狐…e1924

α蕊成嚢:Datao董祭鋤ぬe鰍三鮒珊(5thedi重油n)1924

高橋縄一訳:ヴェル素デス率一地球化学193婁

河顯警爵1化学繁験学一地球化学一!鯛1

黛鋤細鰯緩数畿触醐慧:獲鋤挑籔卿i銚㌶五鱒⑰

滅鯛㈱:貯i鵬刺繍破映簑磁竃鮎竃迂岬蝿52

警鮒妓簑棚:G鋤磁嚢鮫始夏9繍

猪崎農次:地球化学概説ユ9鑓

蓋宅泰嬢:地球化学脇4

疑籔瓢敦嚢繊慧:夏餐｡top篭Geoicgy1954

笈鋤夏純i的r=N竈dearGeologyユ954

③拙幽ζhmidt:Geochemistry1954

半谷高久訳:(メｰスン)地裁化学概論1954

Fersman:Geoche㎜istryfore万eryone1958

日本化学会編:実験化学講座一地球化学一1958

Abels⑪頁editor:ResearchesinGeochemistry1959

Smith:PhysicalGeoche㎜istry1963

菅原健･半谷高久編:地球化学入門工96些

Fife:GeochemistryofSolids196星

x･霧坤球化学の立場(行地球化学探鉱)

地球化学の学閥としての形成の概略について述べた前

項の中に他の学聞との領域や研究方法恋とに関する地

球化学の立場がか怒りはっきりと示されている.

岩石学鉱物学も含めての広義の地質学中の化学的面

はとくにアメリカヨニロヅバなどの地域では今日で

雑諸名G.≡oo}i蜆io回砒C藺畠唖｡筥止i皿ic8^6垣

鯛年19565758�59�60�6i�62�63�鵬�§5
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鶏1図最近10年間に主要雑謝ζ発表された論文内容ρ分類

護謹謹､彗

;彗･

嚢繋.一

一襲

地球化学に関する外国出版物の一部

国連の地球化学探鉱に関するセミナｰ

の出版物(1963および1965)､

地球花挙に関する同本の出版物の一部

地球化学に閲する地質調査所の報告�
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維語名日奉化学誰膳

蝸牛�1956�57�5a�59�60�6�62�63�64�65

いん石･宇宙����������

気廼.柵.¶.､一岬"�1��i�������

水引篭:慧‡'鮒1�35�H�17�19�32�工2�2�4�4�7

老巧��������'��

�ユ4�5�6�5�5�7�9�2�4�

鉱庫･鉱石�8�4�2�2�14�5�2��1�4

堆絹物ぼ…1蟻1�4�9�2�2�4�!�1�3�1�

同位体･掩対隼代�����i����1�

単元素･糧冠成分��1��i������

分桁化学����������

合成･築蟻����������

地化学榛盗����������

雑話名岩石滋梼鉱床学会諮

項目寧�956�57�58�59�60�6�62�63�64�筋

いん石･宇省����������

気圏`珊､■｡_甘州����������

水圏1館1紙ホ'肚〕����1������

巻石�s�2�5�6�6�7�5�6�5�4

鉱床･鉱石�5�11�8�7�lo�20�12�5�≡;�7

堆級削票:鶉〕�2�6�6�5�4�{�5�6�4�{

1同位体･範対隼代������1�1��2�1

単元素･概鐙成分���3��1�1�1���

分析化学���1��I�����

舎康･棄蟻�1���������3

地化学探査����������

維綜名石糊披荷協会蟻

項国年�i956�575竃�5960�6�62�6竃�64�65

いん石･字施��������

雲潤.牌､～一､川^���■�����

水引童吉1題{'眺〕���i�����

�����

岩石���`�����

�������

鉱床･砿石�I�i;�!�2�3�5�2�i

雄練物療1篇〕�2�1512�2�】�2�2�3�1

同位体･絶対卒代��������

単元素･微量成分��1������

分析化学���111�����

合蚊･糞験��1������1

地化学探査��1������

裟繕名鉱山地質

鯛㌔ぐ�1956�57�58��5960�6i�62�6豊�6{�65

いん石･宇宙����������

気圏1刑･"･･.干}�■���������

������

水圏膿1甑岬㍉�����､1,1.1.1�身����

岩石�ユ�一����2�3�i�2�

鉱床･鉱石�6�11����8����

������`lll�ユ4�6�3�3

堆積削簑.蔓劉�1��1�21���1�2�1�

����■������1

伺位体･絶対年代��一��I�����i�

単元素一搬量蔵分�4�{�ヨ�3�2�3�5�ユ�三�

分新化学�����2�1����

合成･糞駿��1�2����一���1

地化学探査�一�3�i����i�1�i�

羅婆名目本化学会集会釜演要旨集

鯛竿�1956�57�58�59�60�6�62�63�百4�65

いん石･宇宙�������1�1��2

気圏,畑･"_･一〒州�3��2��1�3�2�1�3�1

焔儲:鰯出.眺〕�2室�18�16�22�22�20�ユ3�14�]2�20

岩石�2�7�10�6�4�1�{�2�4�7

鉱床･鉱石�2�4�7�6�7�5�3�3�5�5

堆液物(享1隻:欝)�7�5�6�9�4�5�11�4�2�3

同位体･絶対年代�1��5�1�3�5�4�5�5�1

単元素･微量成分�8�2�1����2�1��

分析化学�1������2���

合成･実験�3������2���1{

地化学擦盗���1�������

雑誌名地球化学討論会厳演要旨填

鯛年�工956�…7�58�59�60�6�62�63�6{�65

いん石･宇宙������ユ�6�3�2�4

気圏;鳩[ゼ岬州�5��2��8�8�6�5�逢�6

綱(誰1甑生'眺〕�13�23�20�29�18�16�竃2�21�2?�14

岩石�7�一〇�“�20�I{�8�7�ユ｡�刎�6

鉱床･鉱石�4�5�5�8�7�5�2�ヨ�{�3

堆消物傲:灘〕�lo�5�5�9�9�12�9�3�12�9

同位体･絶対年代�2���3�5�3�7�5�11�一〇

単元素･織籔成分�4��2�3�2�3�2�6��lo

分析化学����������2

含蔵･実験����������

地化学探査�2�3�王��1�����1

錐誌名目本地球化学会ニュｰス

聴隼�1956�57�58�59�60�16�62�63�64�65

いん石･宇宙�����3�1�6�盲�1�

気回i知･刈一冊州������1����

永別畿1怒ホ側)���3��3�2�1���2

岩看���2�1�4�1����2

鉱床･覚海����������1

堆預物(驚:醐����ユ���1���1､

同位体･絶対隼代���]��】�3�3��2�

単元素･微量歳分������工�1���

分析化学�����1�����

合成･実験����������

地化学探斑�����������



も地球化学とよんでいる.生物地球化学汚染も含め

ての社会地球化学も近頃きわめて注目されている.

地球化学の領域に関しては歴史的にみても気圏を除

v･ては地球化学カミ生長してきた過程において広義の

地質学との関係が最も深v'.鉱物学と地球化学岩石

学と地球化学注ど匁どの関連につv･てはのちほど各項

で述べるところカミあろう.地球化学の立場を明らかに

する意廉で国内外の主要学術雑誌にあらわれた対象別

方法別の論文の割合いを第1表および第1図に示す.

最近における変せんなどもじゆうぶん読みとれると思う.

次いでI.1項で除外した地球化学探鉱についてやや詳し

く説明を加えて地球化学と応用地球化学の関連の一端を明ら

かにしておこう.

世界における地球化学探鉱研究実施の中心は現在3つある

と考えられる.その1は英国のロンドン大学に属する

ImperialCo11egeofScienceandTechリ｡工｡gyにあって

英国地質調査所の勧告によって設立されたGe㏄he血ica1

ProspectingResearchCentreである.目下ウェブ

(Webも)教授指導のもとにありはじめ後述の米国方式で研究

を進めた.地域的には主としてアフリカ(最大はロｰデシア

のCu)東南アジアなどで業績をあげており対象はCuPb

ZnCoNiCrSnWMoBeAsSbであり門下にツｰムス

(Dr.Tooms)カナダのクリウス(Dr.Clews)などのすぐれ

た人たちがいる.広く海外から留学生も集まり理論と実際

についての研究と指導を行なっている.基礎的地球化学の研

究もおこたらず深海底のマンガン団塊の研究も手カミけるなど

幅広い活動を行なっている.ウエブ教授と後述のアメリ

カのホウクス(Hawkes)教授の著書G:eochemistryinMin-

era1Exp1oration(1922)は金属鉱床に対する現在における

最もよい地球化学探鉱の書である.銅鉱床その他の潜頭鉱床

探査に地質空中写真地球化学探査の三者を併用すること

を強く求めている.

中心の第2はアメリカにある.アメリカ地質調査所と元そ

こに奉職していて現在はカリフォルニア大学にいるホゥクス

教授ちを中心とするもので地球化学探鉱に適した分析法の開

発とその標準化などから各種鉱床に対する地球化学探鉱全体

にわたり多くの成果を得ている.U.SlG.S.では湿式迅

速分析法と分光分析法とを併行して研究しユ950年代の初期に

実地調査を関始し南アパラチア地域と太平洋岸の北西部で

良妻子な結果を得た.それらの結果はU.S.G.S.の出版物

(Bu11.No.1000:No.ユ00p』ANo.100トGは1954年

までの文献集)による外たとえば前項にあげたResearches

inGeochemistry在とに手ぎわよくまとめられて出版され

るなどして〉'る.放射性鉱物資源についての成果にも見るべ

きものが多い.アメリカにおける石油天然ガス鉱床に対す

る地球化学探鉱は土壌空気法にはじまり土壌法を経て微生

物法にまで発展したが最近これら探鉱法を活用しているよう

には見えない･ただし試掘井探掘井などに対するmud

1Oggingは油田の探鉱･開発に対しては不可欠のものとして

活用されていることはいうまでもない.

中心の第3はソビエト連邦である.この国の地球化学は

資源探査と強く緕びついた成長をしてきたことはすでに述べた､

地球化学探鉱法は1935年ソコロフ(V.I.Sokolov)が塙油探

銭にはじめて適用して以来この国ではすでに30年の経験をも

っている.金属鉱床に対しても現在間違いなく世界最犬の

チｰムをもっていて1965年現在その従事する専門家だけでお

よそ1,000名であるという(ユ965年8月国連セミナｰ)強力に

探鉱を進めている指導の中心は全ソ地質委員会であり地質お

よび地球化学探鉱トラストは多くの野外調査隊をおくってい

る.おもしろいのは地球化学図の作製がほとんど地裁物理

関係者の手によって行なわれたことであり(I.一.Ginzburg:

Princip1esofGeochemica1Prospec砒g,1960xiii頁)

1955年地質および資源保全省の命令によって地質の野外作業

では必ず地球化学的研究が行なわれなければならないとされ

たことである.とくに効果をあげているのは中央アジア地域

でありこの外調査地域はソビエト連邦全域にわたっている.

測点数は年間およそ850万に達するといわれる.肩油･ガス

についても強力に進めている.とくに深度100血前後の作

井コアを用いた調査法は大きな成果を得てv･る模様であり

(ユ965年8月モスクワの肩油研究所訪問結果による)カルチ

ェフ(Kartsev)らによる著書Geochemica1Methodsof

ProspectingandExp1orationforPetro1eu皿1and

NaturalGas1959ほ現在における石油とガスの地球化学

探鉱に関する最もすぐれた著書である.1956年に行なわれた

全ソの地球化学探鉱会議の成果をとりまとめたクラスニコフ

(Krasnik0Yユ957)の著書もすぐれているし1965年8月に

モスクワで行なわれた国連の地球化学探鉱セミナｰの資料によ

っても最近におけるソ違のこの面における概況を知ることが

できる(その資料は日本に1部しか粗いが地質調査所で保管し

ている).

ソ連および西側諸国の地球化学探鉱のおも狂機関を次に一

括して第2表に示す.

第2表ソ連および西側諸国の地球化学探鉱の研究機関

(Hawkes&Webbユ962による)

R1ユssianOrga皿iza.tionConduct三ngResearchand

Developmen亡｡fGeochemica1ProspectingMethods(ソ

連における地球化学探鉱法の開発と指導的研究の機関)

����浹潦����潦�敕�����卓卒�

(ソ連科学アカデミｰ)

��畫桲���楴畴���汯�潦��数�楴�

健��牡�礬��牡汯�慮��捨�楳��

(IGEM),Moscow(チュクロフ鉱床地質学岩屑構造

学鉱物学地球化学研究所)

2.InstituteofMineralogy,Gecche㎜istryandCry･

����楳��晒�故�浥�猨����

Moscow(稀元素の鉱物学地球化学縞晶化学研究

所)

3-VemadskyInstituteofGeoche㎜…stryandAn-

alytica1Chemistry,(GEOKHI),Mloscow(ヴェル

ナドスキｰ地球化学分析化学研究所)

(2)MinistryofGeo工｡gyandConserYationofResources

(MGION)(地質資源保全省)

1-A11･UnionAerogeo工｡gicalTrust,(VAGT),

MOSCOW(全ソ航空地質トラスト)

2.A11-UnionGeo1ogica1･Scienti丘｡Researchhsti.

tute,(VSEGEI),Leningrad(全ソ地球科学研究所)

3.A11-UnionScie口t脆｡ResearchI口stituteof亘x.�



一7

plorationGeophysics(VIRG)(全ソ地球物理学研

究所)

4.A11-UnionScienti丘｡ResearchInstituteof

������慮�湧楮�物湧����

(VSEGINGE0),Mosco如(全ソ水理地質学工学地

質学研究所)

5.A11-UnionScient油｡ResearchInstituteof

��潤��偲�������牡瑩潮�

(YITR),Leningrad(全ソ探査法研究所)

6.A11-UnionScienti丘｡ResearchInstituteof

Minera1RawMateria1,(VIMS),Moscow(全ソ

原料鉱物研究所)

7.Mai皿Geophysica10rganization(Glavgeo丘zika):

楮�畤�来潰������景��特楮杏畴�

ut三nesurveywork(おもな地球物理学的機関:ルｰチ

ンの調査業務を遂行する地球物理学的トラストを含む)

(3)Universities(大学)

1.LeningradTechno1ogicalInstitute(レニングラｰ

ド工業大学)

2.LeningradStateUniversity(レニングラｰド国立

大学)

3.MoscowStateUniversity(モスクワ国立大学)

4,To㎜skPolytechnica1工nstitute(トムスク工業大学)

(4)UnionR理ublicAcademiesofSciences(連邦共和

国科学アガデ美一)

1.ArmenianAcademyofSciences,Yerevan(アル

メニア科学アカデミｰ)

2.Kazak血Academyo{Sd超皿｡es,A1maata(カザフ

科学アカデミｰ)

Principa1WestemOrganizationsConductingRese一

町｡handDevelop㎜entofGeocheエnicalProspecを至皿g

Methodsin王960(西側諸国におけるおもな地球化学探鉱法

の開発と指導的研究の機関)

Count｢yOrganizationAddress

(国名)(機関名)(所在地)

������楣�卵��潦��睡���

Canada(カナダ地質調査所)

GeoIogypepa耐mentofVancouver,

Universi土yofBritishB.C.

Columbia(ブリティッシュコ

ロンビア大学地質学郷)

ポ

FinlandGeologica呈S奴rveyψfFinlandOtaniemi

(フィンランド地質調査所)

�慮捥��慵�剥������楳

�漱��略整����

(B.R.G.M.)(地質学鉱

物学研究局)

NorwayRasto血s1al〕oratoriumTrondheim

(ラストフ研究所)

UnitedGeoc紬micalProspectingImperia1

KingdomResearchCentre(地球化Co11egeof

学探鉱研究センタｰ)Scienceand

�捨湯汯��

��潮

�楴�

却慴�

售��漱�楣�卵����敲�

(合衆国地質調査所)Col.Berke･

D鞭置rtmen亡｡童Mineralley.Cal.

�捨湯汯���癥�楴�昀

Ca1ifomia(カリフォルニア大

学鉱物工学部)

地球化学の将来の国際的立場については地球化学そ

のものの学問としての受けとり方によってだいぶ論議が

複雑になる.現在地球化学は国際学術連合会

(ICSU)に属する国際測地学地球物理学連合(IUGG)

と国際純正および応用化学連合(IUPAC)に委員会を

もっているがやや分散的に扱われている傾向がある.

下方1955年に設立されたアメリカの地球化学会の現

会長テキサス大学のインガｰソン(IngerS㎝)教授の提

案により1964年12月にインドのニュｰデリｰで開催さ

れた第22回国際地質科学会議(IntemationaIGeo1ogica1

Congress)の総会の際に地球化学者の聞で国際地球化

学協会(Intematio鵬1Associat三〇nofGeoche皿玉stry)

の設立がきめられた.インガｰソン博士はこの協会

は国際地質科学連合(IntematiOna1UnionofGe0109ica!

Sciences)への加盟(a伍1iation)を考えているようであ

るが日本地球化学会の委員会ではIUGGまたは工U

PACへの加盟を考える意見カミ強い､地質調査所にあ

って地球化学的研究にたずさわる私たちとしてはこの

日本地球化学会委員会の決定に対しては深く考えなけ

ればならない点がある.

五.3日本における地球化学の形成発展

わが国の地球化学発展の経過の概要は菅原健博士の

著書たまゆら(1965)にまとめてある.要点を書き

ぬきさせていただくと以下のようである.

明治維新以前…･地球化学的研究と名付くべき活動を見出すこ

とは困難である.ただしシｰボルトの業績は重視される.

彼は1823～1829年の滞日期間に日本の地質･鉱産物･鉱

山温泉の定性分析結果などを記録したがこれがわが国に

おける量古の地球化学的記録であろう.�



南英一(1899へ

明治初年…･衛生試験所工業試験場農事試験場地質調査

所水産試験場などが設立されその調査作業の産物として

化学的資料カミ生じてきたが地質学や鉱物学の見地からでき

たもので地球化学的研究資料としては不じゅうぷんであっ

た.

大正10(1捌)年前後…･東大化学教室の柴田雄次教授が地球

化学の研究を重視され欧州から持ち帰られた分光分析装置

を使用して稀土類元素の研究を本邦産鉱石について開始

松野博士木村健二郎博士井上植村太秦南の諸博士'

らがこれらを研究題目として研究を発展させた.

大正溜(1924)年…･理研の飯盛里安博士が放射性鉱物研究の

第1報ともいうべき本邦産の放射性マンガン土の新種につ

いて公表されたがその後も多くの業績がこれに続いた.

大正14(1925)年…･ヴエルナドスキｰ著｢ラ･ジコ｡オシミｰ｣

の輪講社柴田教授主宰で東大化学教室で行なわれた.

菅原健博士の仁科三湖に関する地球化学的研究が開始され

た.

大正15(1926)年･…柴田教授が国民薪聞上に新興科学地球

化学の一文をよせた.地球化学の語が印刷になった最初で

ある.吉村信吉博士の湖沼学の研究発表がはじまる.

昭痴5(1930)隼頃…･岡田家武博士による岩波講座の一篇

'r地球化学｣が出版された.同博士による総合地球化学的

色彩の濃い研究が行なわれる.中央気象台では朝比奈貞一

博士が河川降水地下水に関する研究を行なう.この

研究は後に一都気象研究所の三宅泰雄博士およびその協同

研究者によって発展させらオL今日までに多くの業績が気象

台から得られている.地球物理学的活動に地球化学的援助

の必要性を気象台で認めたことは特筆される.

昭和10(1935)年…･柴田野口両樽土による火山研究がはじ

めて発表された.また北大の富永教授の火山の研究もあり

東大では柴田野口岩崎氏らによる火山の研究が引き続き

行泣われた.

昭和11(1936)年…･海洋研究がスタｰトし京大北大気

象台から研究結果が出された.

昭和12(1937)年…･柴田野口金子3氏の名で浅間火山湧

出水の重水濃度研究カ溌表されその後小穴進也氏によって

多くの形態の天然水の重水か測られている.

昭和13(1938)年…･深海泥土の研究が浜口氏京犬の石橋

原田氏らによって公表され温泉の研究も引き続き行柱われ

た.

昭和16(1941)年…･第1回地球化学討論会カ…東京で行なわれ

た｡また化学実験学の地球化学篇も発刊された.日本海

神学会がこの年に誕生した.

.以上が菅原博士による賂史である.

戦後1953年4月には日本地球化学研究会カミ発足した.

当時の会員は約250名であったが1963年には会名が日

本地球化学会と変更され1965年には会員数がおよそ

400名になった本部は名古屋大学にある.

会員の約半数は化学出身者他の半数は地質岩石

鉱物の出身者によって構成されている.この会は年4

回ニュｰスを発行しているが1966年には年4回の学会

誌を発行するべく計画され目下学会誌発行に関する小

委員会で具体案をねっている.

以上は主として化学的色彩の濃い立場からみたわが国

の地球化学形成史であるが地質学鉱物学および結晶

一学岩石学鉱床学などの色彩の濃い立場からみたもの

は後述される各項で若干ふれられる点があろう.こ

れらの学問の化学的面の研究は欧米では地球化学と一

般にも呼ばれているものに相当するがこれらは旧帝大

の地質学教室たどにおいても数多くなされておりその

取り扱われた対象も火山岩変成岩深成岩金属鉱

床非金属鉱床石油鉱床現世堆積物鉱物ζ海緑石

なども含めて)におよんでいる.なかんづくヴェルナ

ドスキｰの地球化学の著書を仏語と独語の原著から

昭和8年に詳細な注釈をつけて忠実に翻訳出版し鉱物

水成岩石油鉱床の研究面で地球化学的色彩の濃い業績

を残しその門下に大きな影響を与えた高橋純一教授の

功績は大きい.わが国の地球化学の研究における特徴

はいくつもあろうカミ次に述べる3点は猿橋博士によっ

てとくに指摘されている(猿橋勝子:日本の地球化学の

現状化学の領域昭和40年)

①日本の地球化学者の大部分が化学科の卒業生から構

成されていて西欧アメリカン連などのように多

くが地学関係の学科の卒業生によって構成されている

ものとたいへんに異なる.

②岩石圏の地球化学よりも水圏気圏火山温泉な

どの地球化学により多くの業績が残されている.

③地球化学の発展を歴史的にみると他国の科学者の教

育と指導を受けて発足したものでなく日本の化学者

の自身の努力と思想で発展してきた.

亙･1項の地球化学論文その他の統計を改めてみなお

せぱどこまでを地球化学的研究の領域に含ませるかに

よって上述の見解にも少しく影響がおよぶであろう.

地球化学とは何か?の問題にも関連して地球化学

の研究者が将来の研究活動全般にわたって常々深く考慮

すべき点はきわめて多いといえよう.�



つぎに応用地球化学のうちの地球化学探鉱について

わが国の発展形成史の概略を述べる.金属鉱床に対す

る地球化学探鉱は大戦直後の昭和24(1949)年頃から

文献として急速に目にっくようになっている.そのは

じまりは東大化学教室の木村健二郎教授とその協力者に

よっている･すなわち木村藤原鎮男横山祐之島

誠の諸博士らカミ有機試薬を用いた分析法の採用による

地球化学探鉱法を急速に発展させたものである.

その後地質調査所大学鉱山会社などで相次いで本

法カミ採用され今日に至っている.

温泉に対する地球化学探鉱の試みも終戦直後から意

識的に行なわれてきた.石油･天然ガス鉱床の地球化

学探鉱の歴史は古く昭和15年頃から終戦前後まで地質

調査所の兼子勝金原均二八木次男藤原健一の各枝'

師によって主として土壌空気法が開発されて本邦の

およそ10の油田･ガス田に対する探査が行在われ報告

されている.昭和20年以降は地質調査所による水溶

性天然ガス鉱床の地球化学探鉱や石油資源開発株式会

社および東大応用微生物研究所などによる地表からの

探鉱などが注目されるものである.

この項の最後として現在のわが国における地球化学

の教育や研究機関について概略を述べたい.以下には

日本地球化学会の将来計画小委員会で調査した第3表を

もって説明にかえる.もちろん先に述べたよう1ここ

の種の統計はとり方にも用い方にもじゅうぶん注意す

る必要があるが一応現在地球化学会と密接に関連を保

っている研究機関の概略を知りうる資料といえよう.

第3表わが国の地球化学教育･研究の現状

(日本地球化学会費料1963による)

1963年におけ葎研究者の年令構成(51機関の調査)

40歳以上52名40歳以下ユ38名ユ:2.7

研究内容(51機関)

地疎化学と分析化学

地球化学のみ(化学累)

49拍

�─

地球化学と放射化学

地球化学と無機化学

地球化学と地質学

地球化学とその他

1964年における設備

3､

�

�─

10形

8弛

2形

質量分析計/畿駕専用;

多重波高分析器または低レベル計数管付8

放射能測定器

X線分析装置'マイクロアナライザｰ0

螢光X線装置3

X線廻折装置4

高圧発生装置O

学生定員数(1963年における

a)化学系(1年の定員)

学都修士

���

止)地学系(1年の定員)

学部

地学142

地質鉱物85

地数科学15

地球物理25

計267

国立公立大学)

大学における地球化学の講義

a)学部(31教室)

地球化学の講義あリ

/他の関連ラ野の講義簑こ

地球化学の講義なし

/他の関連ラ野の講義簑こ

b)大学院(17数隻)

地球化学の講義あり

他の関連分野の講義あり

�

〃なし

地球化学の講義症し

他の関連分野の講義あり

�

〃なし

修士

�

�

�

�

1ユ5

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

㌀

共用O.5

��

�

博士

�

博士

�

㈵

㌀

㈱

�

東大海洋研

東犬地震研

名犬地球科学教室

名犬水質研究施設

地質調査所(本所)

気象研

岡山大混泉研

��

　

�

�

1課

�

�

地球化学(岩石および鉱床)

無機および有機水圏化学(水代

謝)

地球化学(化学)

地球化学

温象化学(温泉地質)�
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且.4地球化学研究と化学分析法および分析機器

地球化学的研究に限らずある学問の研究に新しい道

具薬品技術などが導入されることによってその学

問が急速に進歩することがある.この意味で分析機器

の開発研究や分析化学の研究は球球化学の発展にと

ってきわめて大切な要因に在っている.この点モスク

ワのヴェルナドスキｰ名の研究所が地球化学および分

析化学をひょうぼうしているのは意味深い.

よくひかれる例であるカミコｰルドシュミットらによ

って開拓された結晶の化学をとりいれた地球化学はX

線廻折装置と定量発光分光分析装置とを駆使しては

じめてつくりあげることカミできたといわれる､

また最近の地球科学ことに前カンブリア紀層の地質

学に大き在進歩をもたらした絶対年代測定の研究なら

びに同位体地球化学研究の発展には電子工学の進歩に

よって著しく性能を向上した質量分析計が大きく貢献し

ている.地球化学の進歩と分析法の進歩とを組み合わ

せて解説することは有意義であろうが紙面の関係上省略

する.ただ今目地球化学の研究で普通に用いられ

る機器を次に列記しておく.

直読式発光分光分析装置

大型廻折格子発光分光分析装置

石英発光分光分析装置

赤外線分光分析装置

螢光X線分析装置

質量分析計

低バックグラウンド･カウンタｰ

示差熱分析装置

X線廻折装置

X線マイクロアナライザｰ

熱天秤装置

鉱物の電磁分離装置

原子吸光分析装置

放射能測定装置

これら機器についての概要を知るにはたとえばスメ

ｰノレス(んA.Sma1es)およびウェｰジヤｰ(L.R.

Wager)編のMethods三nGeochemistry(1960)など

を参考にするとよい､

また地球化学一般の分析についてほ亙.1項にあげた

化学実験学(1941)実験化学講座(1958)などを参考に

すると便利である.地球化学探鉱に対する分析法は

島誠著地球化学探鉱法(丸善1955)

アメリカ地質調査所のBu1L1152)(1963)などが便利

である.なおホウクスおよびウエブ(1962)による.

地球化学探鎮に対する一般分析法は第4表のようである｡

最近微量水銀による探鉱法の有効性が認あられ原子'

吸光分析法が感度0.n～1PPbで開発され多くの注目

を集めるに至った.またカナダなどで開発が研究され

つつある大気中の超微量水銀を検知して行たうエアボｰ

ン地球化学探鉱法荏どの成果にも注目しておく必要が

ある.

亙.5地質調査所における地球化学研究の発

足とその発展

地質調査所は設立以来およそ90年の歴史をもってお

りその間地質標本についての化学分析が続けられてき

た.たとえば岩石鉱物地下水天然ガス温泉

鉱石などに関する分析は地質調査研究の必要上からき

わめて多数にのぼっている.それらの成果の一部は次

のようにまとめて公表されている.

直読式分光分析装置コンパクトァトムカウンタｰ岩石鉱物分析用に設計され

40本のフォトマルをそなえている岩石主成分を含む約30元素の定量ができスペ

クトル線強度はディジタルに表示すると同時にタイプで印字される

(地質調査所地球化学課)

本邦産花筒岩質岩石の化学成分1959

日本産火山岩の化学成分1962

地質調査所化学分析成果表I(岩石･鉱物1954～1960)

ユ962

地質調査所化学分析成果表】I(地下水1951～1961)1962

地質調査所化学分析成果表皿(鉱石1946～1962)1963

昭和15(1940)年頃にはすでに述べたように石油･

JACOエバｰト型3.4皿回折格子分光分析装置

主として岩石鉱物中の微量成分の定量に用いる

(地質調査所地球化学課)�
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天然ガスの地球化学探鉱法の研究カ童地質調査所で発足

している.ついで地質調査所における地球化学的研

究の上で重要なできごとは昭和23(1948)年8月に

理深査部へ地物化球学研究室が設置されたことである.

この研究室ははじめ石油･天然ガス鉱床の地球化学的

研究で著しい成果をあげた.藤原健一下河原達也

島岡僧位の各技官らがこの研究室に所属していたが後

には金属鉱床に関する地球化学的研究を手がけるに至っ

た.この研究室が物理深査部へ設置されたのも興味

深くソ連の地球化学探鉱や地球化学図の作製が物理探

第4表普通1二用いられる分析法

�慷步�坥���㈩

元五比点ぺ焔分発分ラメ

垣色澗人ζζ光光ヂ1

分分試㌣フ分分1j

兼析析峻3ト7光析光析オ1

ホグ

�

垂､

赤外分洗党度計有艇物瓶経の分子構造研窃踊

(地質調鐙蕨地球化学難)

高感度戴汲夢帽蝉トダ茅ヌ徽簸統派臓分夢粉餅溺

(地質調査所地球化学礫)

壇'

�

/鳥;'

鳥主頸

�

妙s皿

螢光x線分析装置(化壌課x空歳分分析を員丁;

糠

酌とする)冒

鵠ダふ顯漣峻

質鐙分術静分析鵜

串代測定用質蟄分析計の主要部で

左側コレクタｰ分析管:

宥側イオン1ジｰ夙嘩爽驚滋孫

パイレックスガラス製1500㎜㎜60竈分析感

度110-8㎜1のArの同位体比が測定できる(地質調査所地球化学課)

ガスクロマトグラフｰ般ガス分析用(大型)

(地衝調査所地球化学課)

減渓ク碑蹄トク学マｰ駿ガ累分機燭ζ小製)

測定剃こ登職し現地分榊饒便局してい篭(地質調査所地球化学畿)�
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査の作業と密接につながっていたのと相似関係にあ

る.;この研究室の業績は地質調査所における地球化

学的研究の重要性を認識させてくれた.

また同じく昭和23(1948)年8月には地質部に岩

石鉱物課がおかれその中に岩石鉱物物理化学研究室が

つくられた.この研究室の業務には岩石学鉱物学

化石化学分析などを一体とした地球化学的研究を進め

ようとする意図カミ明らかであった.

昭和24(1949)年にはじまった水溶性天然ガス鉱床の

ガス付随水を主として用いる地球化学探鉱法が兼子勝

金原均二の両博士の指導下で石油課員などによって等

がけられ前記の地球化学研究室との協力によって成果

をあげた.大きな成果の一つに東京ガス頭の発見があ

る.同じく昭和24(1949)年10月には地質調査所で

はじめて石油･ガス以外の地球化学探鉱が能登半島の燐

鉱を対象にして水理地球化学法および土壌法によって

行なわれこえて昭和25(1950)年に山形県大泉鉱山の

探査へと発展していった.

年代測定用質量分析静:私加法による隼代測定隆柵･で瓦の同位体

比測定に用いられる右側分析計本体左側電源部(地質調査所地球

化学課)一

位相差顕微鏡で結晶表繭の観察(地質調査所地球化学課)

昭和30(1955)年前後には地質調査研究業務に対す

る地球化学的研究の必要性がさらに大きくなり昭和

28(1953)年所長に就任した兼子勝博士は昭和30年

8月1目付をもって次の3研究室からなる地球化学課

の設立を決定した.

1.岩石鉱物中の同位元素の研究

2｡砦賓鉱物中の微量成分の研究

3誼地質鉱床調査紀必纂な地球化学技術の研究

地球化学課の設立紀あたっては事前に所内に設立準

備委貴会を設けその方向&しては次の点が出されて

いる呈｡

⑪参考としてアメリカ地質調査所の地球化学および岩

有部門をとる

②研究課としてのばすこと

③所内の地質部課および物理探査部と密接な関係をも

つようにすること

同位体比糖蜜測定用質鑑分析誹CN.0,S等の同位体

組蔵幻淡然1こ捌鳩曇吋か扱鐘化繊臆する装灘棚1j

試料部榊紛析部宥鰯霜欄鵜分析管:タカけ

け噺一郷鰍鰍鮒(地蟹調薮蕨総球化学鱒)

実験謹一般分析踊(飽御調査所地球化学課)�
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したがって設立以来の地球化学課では次の方針に沿っ

て研究をすすめてきた.

①数多くの測定値を積みかさねた研究を発展させる

②資料整備を重視する

③所内の他の部す荏わち鉱床燃料地質物理探査

から併任者を出してもらいその協力によって地

質学地球物理学と密接な関係をたもつ状態で地球

化学の研究を進める

④最新の機器の設置を希望する

⑤国内外の学会の活動を重視する

この間におけるおもた研究対象でかつ成果をあげえた

ものは次のようである.

黒鉱々床の地球化学的研究

第5表アメリカ地質調査所およびカナダ地質調査所の機構

米国地鷺調査所

所在地本部ワシントン市

支所デンバｰ(コロラド)

メンロパｰク(カリフォルニア)

組織､

靖ヅ

･■一.一■一一直口Iま､とくI二

地球化学と閲述潔い

鉱床地質部

卑金属(謀〕

嚢鰯金属

外国地質

地化学探鉱および微撮元素

蟻禽焔･工業原料

有機燃料

放酬釜元繁

資源銅壷

嶋1

一機

地城地質部

(1)10カ年計画で現在員960名を1,750名にする

(2)岩石鉱床の生成温度圧力化学成分柱とを決定しそれらの生

成機構を明らかにする研究対象には火成岩堆積岩変成岩も

含まれまた水溶液の化学鉱物群の研究実験的研究も含まれる

(3)岩看の生成の概念と原理を野外観察の解釈に応用する火山現操

岩面学熱水性母岩変質温泉作用火成岩中の微量元素を含み

特殊元素の経済面も考慮した研究も含む

(4)当面の研究は放射性同位元素による地質年代の決定が主であるが

とくに軽い安定同位元素の研究に大きな努力がはらわれようとし

てv･る

米国地質調査所では地球化学的資料の編集に努力している1962年か

ら発足していて各種元素の調査と総合分析をしている資源衛生

面にも利用されているまた｢地球化学図｣が作製されている

*生物地球化学の研究も遠められている炭酸塩堆積物中にいるバク

テリアによって水素と電気を発生させる研究や特殊生物が特殊金

属を濃集することに関する研究などがある

弗地鍛の組成的研究ではUMP(I皿tematio剥UpperMmtle

Project)と合わせてとりあげられる面もある

*分析研究室では精密分析と迅速分析の研究がすすめられている

接触交代鉱床の地球化学的研究

キｰスラｰガｰの地球化学的研究

面目本玄武岩類の岩石学的･地球化学的研究

いわゆる大山火山帯火山岩類の岩石学的･地球化学的

研究

結晶の表面構造の顕微鏡的干渉法的研究

水成岩の化学組成による堆積環境の研究

水成岩の有機物の研究

天然ガスの微量成分の地球化学的研究

K-Ar法による地質絶対年代の研究

地球化学的標準試料の作歳

以上のほかにヘリウム資源ウラン鉱床天然ガス

および石油鉱床地下水地すべり地熱などの地球化

学的研究カミとりあげられている.なお當燃機器分析

の研究も進められ成果が公表されている.

昭和37(1962)年秋には地球化学討論会カミ溝ノロ本

所で開かれた.同じく昭和37年には地質絶対年代決定

懇談会の第一回の会合カミ本所でもたれその事務局カミ地

球化学課におかれて今日におよんでいる.

地球化学課で得られた研究成果は地質調査所の出版

物で公表される外たとえば鉱物学会化学会地球化

学会鉱山地質学会鉱業会石油技術協会火山学会

地質学会分析化学会分光学会質量分析学会岩石

鉱物鉱床学会物理学会国際火山学会アメリカ鉱物

人員

カナダ地質調査所

420名(うち博士150名)

夏季1こぱこのほか大学から多数が調査に参加

予算1700万

プロジェクト

所在地

研究者の専攻

組織

カナダドル

㈰　

本部オタワ支所アルバｰタ州(万油関係

約30名)

地質鉱物古生物地理化学地球化学

物理地球物理数学植物動物

所長

主任地質技師

管理部門

一印は,とく1二

地球化学と関迦探いもの

一機1

ぺ秀

一儀ニヅ

岩祈秋声

地球物理

分析化学

�

一

同位体および棲地質

鉱物

山一

礎

石

∫

南地磁気

地震･比級抗

�

椛干害織研究

特篠研究�
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策6表ソ連にお1ナる地球化学関係の研究機関

一一第2表以鈴の一

(1ヨ本地球化学会1964による)

InstituteofGeoch琶血istry(ユ958,Organizedforthe

deve1opmentofSiberia)(地球化学研究所)(シベリア開

発のために1958年につくられた機関)

La七〇ratoryof趾㏄狐b曲nGeo1ogy(先カンブリア地質

実験室)

InstituteofGeology(地質学研究所)

FarEastemGeoIogica1Institute(極東地質研究所)

InstituteofGeo1ogica1Sciences(地球科学研究所)

RadiumInstituteimeniV.G.Kh-opin(ラジウム研究所)

宜ydrocheエnicalInstitute(水圏化学研究所)

InstituteofOceamlogy(海洋学研究所)

StateHydrologica1Institute(国立水文研究所)

A11-UnionScien舶｡-ResearchGeo1og1ca1I鵬titute(全

ソ地質学研究所)

Insti耐eof,Geology(地質学研究所)

InstituteofGeologyandMinera1Resour㏄(地質学,

鉱物資源研究所)

A1川nionScient蝸｡-ResearchInstituteforWater

Su卿蚊｡Sewage,Hydrotechnica1Structures,and

Engi蛇ering亘ydrology(全ソ上･下水道水工学応用

水理学研究所)

Instituteo麦Minera1Resources(鉱物資源研究所)

学会国連の会議などの諸機関を通じて公表されている.

昭和40(1965)年10月1目には地球化学課に新たに

鉱物化学･岩石化学の研究室カミ増設され従来の3研究

室に加えて4研究室制によって研究を進めることにな

った.昭和40年11月20目同課の現在人員は13名であ

る.

I.6地球化学研究の･将来について

日本地球化学会の調査によるわが国の地球化学の研

究と教育の1963年における状態はすでに亙.3項の最

後の部分の第3表に示した.

一方アメリカ地質調査所とカナダ地質調査所の機構

は第5表のとおりである.

またソ連の地球化学地質関係の機関にはI･2項で

述べたもの以外に第6表のようなものカミある.

以上わカ幅といわゆる先進3カ国の事情を総合して

今後の地質調査所の地球化学関係の仕事を進める上で考

慮すべきものとして次の各条カミ著えられる.

(1)研究対象はわカ酒のおかれている地域性を考え

てえらぶことたとえば①火成活動に関連する

温泉地熱地震火山鉱床などの研究②海洋

に囲まれた特性を生かした大陸棚島弧地球化

学的輪廻などの研究③日本の気候に合わせた地

球化学の研究④わカ酒の工業技術の特徴と合わ

せた研究面の開拓⑤微細地質調査に合わせた

微細地球化学の研究などが考えられる.

(2)総合的地球化学の研究を進めること.たとえば

地質地球物理地球化学の三位一体によって進

められる研究の利点をのばすことここで強調し

たいのは地球化学の研究ではルｰチンの化学分

析カミきわめて重要であるという事実である.と

くに地質調査所は仕事の性質上この点に留意し

なくてはならないと思われる.

(3)同位体地球化学の発展をはかること

(4)地球化学探鉱の方法と技術を開発してゆくこと

とくに地質学者のこの面への進出牽期待するとと

もにこの面の研究はとくに国際的視野にだったも

のを早く形造る必要があろう.

(5)一方基礎研究を多く受けもついわゆる先進国型

の地質調査所的内容の研究へと移化すること.そ

のためには地質学と密着した理論および野外地

球化学の研究と物理･化学などの基礎科学に密

着した理論および実験地球化学の2面を合わせ育

てる必要カミある.すなわち具体的には実験面で

は高温高圧実験熱水合成実験などを含み理論

面では熱力学カミ重視される.もちろんこの点に

ついては地球科学関係の他省庁大学などの研

究関係の将来計画も考慮に入れた総合的判断を

必要とすることはいうまでもない'

(6)以上の観点にたって地質調査所の地球化学的研

究業務を遂行するには国内外の学会その他の事

情をよく知る必要がある.

地質調査所の研究をすすめる上で研究者の確保は

大きな問題である.現在は大学の化学または地学科

出身者が本所において数年間の地球化学者としての勉

強訓練をへて研究者として育ってゆく.すなわち

当所の将来の研究のためには大学における地球科

学研究者の教育･養成恋どにきわめて大きく左右され

る性質が含まれている.大学教育の内容にっいても

そのいくっかを変更し近くは地球化学の授業を重視

する方向へと向いつつあるように聞いているのでわ

が国における地球化学の研究は近い将来著しく発

展する要素を含むものと期待している.

(撃着らは技術部地球化学課)�


